
「地域福祉」の政策体系

地域福祉
地域福祉の担い手の

育成

・民生委員児童委員協議会活動補助
事業

・地域福祉計画推進事業

・災害時要援護者支援事業

（分 野） （基本方針） （施 策） （主要事業）

「地域力」のある
まちづくり

地域福祉を支える
ネットワークづくり

要援護者支援体制づくり

・社会福祉協議会活動補助事業
・（仮称）地域福祉コーディネーター
設置事業

地域の力を生かした
福祉のまちづくり



■施策評価シート
(9)-1 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 38,244 40,000 42,000 41,891 44,000 46,000

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 1,560 1,500 1,500 1,594 1,500 2,000

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

備考

 今後も継続して民生委員児童委員の活動支援を図るとともに、社会福祉協議会と連携し事
業を進めていく必要があることから現在の事業のあり方を変更する必要はないと思われる。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

環境・条件
の変化

責任課による分析

改善内容の詳細

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

施策番号

項目

成果指標

施策の概要

民生委員児童委員協議
会活動件数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

民生委員児童委員の活動支援を図るとともに、社会福祉協議会
と連携し、福祉講座・懇談会・各種ボランティア養成講座を実施
します。

地域福祉の担い手の育成

社会福祉課

馬場　英樹

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果

への
貢献度

改善の方針

単位

民生委員児童委員の活動件数の実績値が目標値を若干下まわったが、ほぼ成果は見込めた。

福祉研修会参加人数：一年間に民生委員児童委員が各種の福祉研修会に参加した延べ人数

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

福祉研修会参加人数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 24,021 25,547 25,728 *** 75,296 計画

実績 23,709 24,161 47,870 実績

計画 60 0 0 *** 60 計画

実績 60 0 60 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 24.1 25.5 25.7 *** 75.4

計画 実績 23.8 24.2 47.9

実績 計画 24.0 25.5 25.7 *** 75.3

計画 実績 23.7 24.2 47.9

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業

小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 － 福祉ボランティア講座実施事業 社会福祉課

3

4

5

19

18

17

16

民生委員児童委員協議会活
動補助事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

社会福祉課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への

貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への

貢献度

C

10

8

12

A

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(9)-1 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 1,885 1,900 2,000 2,295 2,100 2,200

人 　　－ 　　－ 　　－ 　　－ 13 13

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 　　－ 　　－ 　　－ 　　－ 3 4

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果

への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

 第２期草津市地域福祉計画も策定され、市社協との連携や地域福祉コーディネータおよび
市民コーディネーターの配置、育成を重点目標としていることから、今後も事業を推進して
いく必要があると考える。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

その他の外的
・他律的な事象

体系

環境・条件
の変化

個別
内容

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

成果指標のボランティア登録数の目標値を実績値が上回り、成果を見込めたところである。

ボランティア登録数：市社会福祉協議会に登録しているボランティアの人数

単位項目

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

ボランティア登録数

（仮称）地域福祉コーディ
ネーターの配置人数（人）

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

社会福祉協議会と連携を図りながら、各種団体等のネッ
トワークづくりを促進します。

地域福祉を支えるネットワークづくり

社会福祉課

馬場　英樹

活動指標

（責任課コメント）

地域ケア会議開催数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 78,476 78,062 55,109 *** 211,647 計画

実績 78,109 52,365 130,474 実績

計画 963 963 963 *** 2,889 計画

実績 963 963 1,926 実績

計画 0 0 10,080 *** 10,080 計画

実績 0 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 79.4 79.0 66.2 *** 224.6

計画 実績 79.1 53.3 132.4

実績 計画 78.5 78.1 55.1 *** 211.6

計画 実績 78.1 52.4 130.5

実績 計画 0.0 0.0 10.1 *** 10.1

計画 実績 0.0 0.0 0.0

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業

小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 － 社会福祉関係団体補助事業 社会福祉課

3 リ
（仮称）地域福祉コーディ

ネーター設置事業
社会福祉課

4

5

19

18

17

16

社会福祉協議会活動補助事
業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

社会福祉課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への

貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への

貢献度

B

A

10

8

12

A

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(9)-1 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

団体 85 91 102 101 113 124

学区 0 0 5 0 8 13

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 346 600 600 1224 600 600

団体 160 180 200 178 150 150

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

地域福祉懇談会参加者数

福祉バスを利用した社会
福祉関係団体数

単位

地域サロン開設団体数

独居高齢者等見守りたい組織数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

各学（地）区社会福祉協議会、町内会の活動などを軸
に、「地域力」を生かした地域福祉を推進します。

地域の力を生かした福祉のまちづくり

社会福祉課

馬場　英樹

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

　地域福祉懇談会に市民が参加されることにより、地域の課題を浮き彫りにすることができた。ま
た、成果指標である地域サロン開設団体数は、ほぼ目標値となった。独居高齢者等見守りたい
は、高齢者だけの見守りを目的としたものは組織されていないため実績値は０となっている。

地域福祉懇談会参加者数：１年間の各地域で行った地域福祉懇談会に参加された延べ人数
福祉バスを利用した社会福祉関係団体数：１年間に福祉バスを利用した団体数

単位項目

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

地域サロン開設団体数は、ほぼ目標値の実績を
得られたが独居高齢者等見守りたい組織の設置
は見送られたため成果指標を見直す。

体系

地域福祉計画に基づく災害時要援護者避難支援制度
の開始や地域サロンへの支援強化により独居高齢者
等を見守る体制が一定整備されたため、独居高齢者
見守りたいの設立は見送った。

環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

備考

　地域福祉懇談会参加者数が目標値を大きく上回ることとなり、市民意識も変化してきて
おり、今後もより多くの方に参加していただけるよう取り組んでいきたい。
　独居高齢者見守りたいは、組織されていないもののＨ２０～Ｈ２２にかけて作成された各
学区（地区）の住民福祉活動計画においては、市全域で地域ぐるみで子どもや障害者も
対象に含めたかたちで見守り活動に取り組む計画となっており、地域での見守り活動は
重視されている。
　今後、地域福祉を推進する取り組みが一層推進されるよう緊急通報システムの設置に
ついてもその普及啓発に更に強く努めていきたい。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 1,021 3,724 8,287 *** 13,032 計画

実績 686 5,002 5,688 実績

計画 9,304 13,936 13,442 *** 36,682 計画

実績 7,339 12,328 19,667 実績

計画 98 90 90 *** 278 計画

実績 90 90 180 実績

計画 250 399 254 *** 903 計画

実績 240 341 581 実績

計画 3,599 3,443 3,583 *** 10,625 計画

実績 3,561 3,443 7,004 実績

計画 6,248 8,201 7,566 *** 22,015 計画

実績 5,783 8,410 14,193 実績

計画 0 0 0 *** 0 計画

実績 0 0 0 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 20.5 29.8 33.2 *** 83.5

計画 実績 17.7 29.6 47.3

実績 計画 1.0 3.7 8.3 *** 13.0

計画 実績 0.7 5.0 5.7

実績 計画 0.0 0.0 0.0 *** 0.0

計画 実績 0.0 0.0 0.0

実績 計画 6.2 8.2 7.6 *** 22.0

計画 実績 5.8 8.4 14.2

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

A

A

25

26

12

A

9

施策成果
への
貢献度

A

B

B

B

10

8

13

11

6 マ あったかひととき推進費補助事業 長寿福祉課

7 リ 地域高齢者見守り事業 長寿福祉課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

社会福祉課地域福祉計画推進事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

－ 戦没者遺族等援護推進事業 社会福祉課

－ 福祉事務所運営費 社会福祉課

2 － 福祉バス運行事業 社会福祉課

3 －
社会を明るくする運動啓発推

進事業
社会福祉課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(9)-1 ④ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 　　－ 　　－ 30.0 37.4 37.5 43.8

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 　　－ 　　－ 2500 2547 3000 3500

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

災害時要援護者登録者数

単位

対象者に占める災害時
要援護者名簿登録率

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

災害時要援護者名簿の早期作成に努めるとともに、必要に応
じた要援護者支援を行います。

要援護者支援体制づくり

社会福祉課

馬場　英樹

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

平成２２年度末における名簿登録率は、目標率３０％に対して実績が３７．４％であり目標を上回る
成果が得られた。

災害時用援護者名簿登録率：災害時に支援を希望されている要援護者の名簿登録率

単位項目

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標
H22年度は目標値を実績値が上回っているが、
H23、H24で目標値を下回ることのないようにした
い。

体系

東日本大震災の影響により、市民が災害に
対しての危機意識を更に深めている。

環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

備考

現状では、目標を超える成果が得られているが、今後も引き続き啓発、推進に努めたい。
評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 0 0 80 *** 80 計画

実績 63 63 実績

計画 774 764 764 *** 2,302 計画

実績 428 364 792 実績

計画 230 230 230 *** 690 計画

実績 300 60 360 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 1.0 1.0 1.1 *** 3.1

計画 実績 0.7 0.5 1.2

実績 計画 0.0 0.0 0.1 *** 0.1

計画 実績 0.0 0.1 0.1

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

A

9

施策成果
への
貢献度

C

B

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

社会福祉課災害時要援護者支援事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

2 －
行旅病人・行旅死亡人に対

する扶助事業
社会福祉課

3 － 災害被災者見舞金交付事業 社会福祉課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計
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